
様式第１号 

 

令和４年度 学校経営計画書 

 

学校番号 24 学 校 名 静岡県立伊豆の国特別支援学校伊豆下田分校 校 長 名 早田 公子 

 

１ 目指す学校像 

（１）教育目標 「良さが輝き 未来をひらく」 

   一人一人が確かな学びを積み重ね、仲間や地域とつながりながら、自分の良さを生きる力へと輝

かせ、夢や希望をもち、自ら未来をひらく（「開く」「拓く」「啓く」）人を目指す。 

 

（２）目標具現化の柱 

〈安全・安心〉命と健康を守り、人権を尊重し、一人一人を大切にする学校 

〈専 門 性〉確かな力を積み上げ、一人一人の良さを引き出す学校 

〈連   携〉保護者や地域と連携し、児童生徒の社会参加を目指す学校 

〈チーム学校〉教職員が主体的に学校づくりに参画する学校 

 

２ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

 取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

 

 

 

安

全

・

安

心 

 

 

 

危機管理意識と緊急時

対応の向上と安全体制

の整備 

・緊急時を想定した訓練の

実施 

・マニュアルの理解と事故

原因の情報共有 

・毎月の安全点検の実施 

・訓練を通して、緊急事

態に対する判断や行動

への対応ができた。 

・環境整備や事故防止に

役立った。 

健康課 

 

防災課 

 

教職員の人権に配慮し

た指導の徹底 

・人権教育の職員研修や事

例検討会、人権感覚チェ

ックの実施 

・一人一人の人権を大切に 

した支援と指導 

・研修等を指導に活かす

ことができた。 

・人権に配慮した適切な

対応と自己肯定感を高

める指導ができた。 

学習指導課 

 

 

学校環境の整備と安全

安心な学校生活の充実 

 

・感染症等を防ぐための配

慮や環境の工夫 

・健康、食に関する指導の

充実 

・学校生活の充実につなが

る医療的ケアの実施 

・環境の整備及び感染 

予防ができた。 

・健康な体作りや食育 

に興味をもって授業に

参加している。 

・緊急時対応について保

護者との共通理解が進

んだ。 

健康課 

 

各学部 

 

 

専

門

性 

 

 

児童生徒が良さを発揮

し、主体的に学びあう

授業づくり 

 

・ラーニングマップを活用

した国語・算数（数学）

の授業実践と研修を進め

る。                             

・学習指導要領に基づいた

年間指導計画の見直しと

改善 

・国語・算数（数学）の

授業公開をし、授業改

善ができた。 

 

・教科横断的な視点を持

ち、年間の授業ができ

た。 

自立・研修

課（研修） 

 

教務課 

 

各学部 
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専

門

性 

個別の指導計画に基づ

いた授業の充実と専門

性の向上 

・的確な実態把握と目標設

定による個別の指導計画

の作成と自立活動の指導

の充実 

・研修会、学習会の実施 

・個別の指導計画を活か

した授業実践で授業力

が向上した。 

 

・助言や学んだことが指

導に活かせた。 

自立・研修

課（自立・

研修） 

 

各学部 

 

 

 

連 

 

 

携 

 

賀茂地区関係機関や地

域とのつながり及び地

域の力を高めるセンタ

ー的機能の充実 

・地域のニーズに応じた学

校公開や教育相談の実施 

・関係機関と連携した教育

的ニーズに応える指導の

充実 

・本校のセンター的機 

能の理解が進み、地域

の学校の教育的ニーズ

に応じた支援ができ

た。 

地域連携委

員会 

 

企画会 

 

学校や地域への理解啓

発を図り、社会参加を

めざす 

・計画的な学校間交流と居

住地校交流の推進と内容

の充実を図る。 

 

・地域資源を活用した授業

の充実を図る。 

・交流校の児童生徒と活

動に取り組むための支

援体制を組んだ交流が

実施できた。 

・授業で地域資源を活用

した学習を実践でき

た。 

共生教育 

推進委員会 

 

各学部 

チ
ー
ム
学
校 

「チーム下田」によ 

る信頼される学校づく 

りに向けた意識の向上 

・業務内容や役割分担につ

いて提案、実行できる組

織づくり 

・コンプライアンス意識を

高め、不祥事根絶を推進

する。 

・提案した取組みができ、

仕事にやりがいを感じ

ることができた。 

・不祥事０、交通加害 

事故０に取り組めた。 

各学部 

 

各分掌 

 


